
令和2年度第2回自治協議会資料等への委員からのご意見に対する回答

委員名 資料番号 ご意見（概要） 回答

1
渡邊
委員

1-1
1-2

〇地域で暮らす障がい者支援を重点目標として掲げているこ
とについて
 重点目標としたことに賛同する。障がい者に対する理解を
深め共生社会をつくっていくために、アート展の企画は当事
者の意見も含めて検討してはどうか。単なるアート展では見
て終わりとなり、理解を深めることにつながりにくいのでは

アート展の企画については当事者をはじめ、関係機関か
らの意見を参考に、江南区の特性を生かした魅力ある内容
となるよう検討します。
また、アート展の開催に際しては、区民、学校、企業、

福祉施設などへ広く周知を図り、共生社会実現への理解を
進めていきます。

2
湯田
委員

1-1
1-2

〇子どもや高齢者をはじめ、区民が安心して暮らせる環境づ
くりに向けた具体的な方針案について
 江南区の重点目標５について、関係機関や関係団体と連携
した取り組みや、環境づくりなど、具体的な方針案があると
よいのではないか。

区民が安心して暮らせる環境づくりに向けて、防災・防
犯・交通安全に関する地域の取り組みを支援するほか、区
役所だよりを活用した情報発信により、さらなる意識醸成
につなげます。
防犯活動では、自治・町内会をはじめ、日ごろから活動

に取り組んでいるセーフティスタッフなどと常に連携を図
りながら、子どもの見守り活動を中心とした防犯活動の一
層の定着を進めるとともに、江南区子育て情報アプリや子
育て関連施設（保育園、地域子育て支援センター）へ不審
者情報の提供を行ってまいります。
また、交通安全については、交通安全指導員や区交通安

全協会・交通安全母の会・江南警察署などと連携し、交通
安全教室をはじめとした啓発活動を実施するとともに、交
通事故の被害者に占める高齢者の割合が高い現状を踏ま
え、地域の茶の間など高齢者が集まる場などでの啓発活動
も進めていきます。

資料 ４
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3
湯田
委員

2-1
基本方針
Ⅱ

〇区ビジョンまちづくり計画第3次実施計画の取組結果に関す
る評価について
 亀田東児童館は利用人数によって評価されがちだが、新型
コロナに伴う休館や習い事、ひまわりクラブの方針など様々
な要因で利用減となっている。
 数字だけで評価するのではなく、地域に工夫しながら、有
効活用できる場所として考えてはどうか。

新型コロナウイルス感染症による国の緊急事態宣言を受
け、亀田東児童館も休館していましたが、５月１９日より
再開しています。
再開後は、「密」を回避するための新たな遊びを考え、

提供するなどの工夫を図るとともに、講師によるイベント
を中止し、子どもを感染から守る対応を行っています。
今後も、新たな生活様式のなかで遊びを通した健全育成

活動の継続を目指し、感染症流行の状況も注視しながら、
地域における児童館のあり方について検討していきます。

4
渡邊
委員

2-2
P11

〇地域包括支援システムの推進に関して
 喫緊の課題だが、市民の危機感や認知度は低く、協力体制
づくり以前の状態と見受けられる。今ある協議体を更に強化
しなければ、この先機能していかないのではないかと危惧し
ている。具体的な強化策が必要ではないか。

地域包括ケアシステムに関する理解促進のための周知啓
発については、継続的なアプローチが必要であるため、引
き続きコミ協や自治会、茶の間等に対して各圏域の課題や
現状についての説明を行っていきます。
また、協議体についても一層の強化を図るため、地域の

ご意見を伺いながら具体的な強化策を検討していきます。

5
田村
委員

2-2
P5

〇新たな工業用地の整備促進について
 今年度、新たな工業用地の整備に向けた市街化区域編入作
業が始まるかと思うが、新型コロナウイルスの終息が見通せ
ない中、製造業を中心にその影響が今後強まり、進出予定企
業の足踏みも懸念される。
 現状において、進出企業の動向と今後の開発への影響につ
いて、わかる範囲で教えてほしい。

企業誘致課からの情報として、本年4月末時点の進出予定の企
業訪問では、新型コロナウィルスの影響などで一部から事態収束
までの間、時間の猶予が欲しいといった、立地計画を一部保留す
る動きも見受けられたものの、全体的には大きな影響はないもの
と捉えています。また、一方で、巣ごもり生活に対応した需要な
どで一刻も早い設備投資を望む企業もあるとのことでした。
なお、開発への影響についても、7月中旬に予定されている市

街化区域編入を経て、各地区とも順次着工する計画となっていま
す。
区としても早期且つ着実に企業立地が進むよう、企業誘致課な

ど関係者と連携していきます。
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